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研究成果の概要（和文）：本研究課題は会話分析による知見を教師が応用できるための方法を開発することであ
った。主な成果は会話分析によって記述した手続き的知識を教師の実践に必要な知識に簡略化する規則を開発し
たこと、そして簡略化した知識を教師が使用できるようなプログラムを開発したことである。前者の最大の成果
は、2023年2月に和文書籍とし刊行している。後者の課題は１によって簡略化した知識を教師が実際に利用でき
るようにするための研修プログラムのは当初の研究計画から遅れながらも教職養成課程のプログラムとして開発
を進めており、当該分野の世界的権威であるスウェーデンのOlcay Sert氏との国際共同研究に発展している。

研究成果の概要（英文）：The research project was to develop a method for teachers to apply the 
findings of conversation analysis. The main results were the development of rules for simplifying 
the procedural knowledge described by conversation analysis into the knowledge needed for teachers' 
practice and the development of a program to enable teachers to use the simplified knowledge. The 
greatest results of the former have been published as a Japanese book in February 2023. The latter 
issue, the training program to enable teachers to actually use the knowledge simplified by 1, is 
being developed as a teacher training program, albeit late from the original research plan, and is 
being developed into an international joint research project with Olcay Sert of Sweden, a world 
authority in this field. The program has developed into an international joint research project with
 Dr.Olcay Sert of Sweden, a world authority in the field.

研究分野：応用会話分析

キーワード： 応用会話分析　会話分析　教師教育　教室インタラクション　エスノメソドロジー
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は既存の教室会話分析研究の知見を教師の実践の視点からさらに発展させた点である。特筆
すべき点は2020年度に本研究課題の一部として発表した教育社会学研究の学術論文である。当該論文は2022年度
に学会賞を受賞した点から教育分野で反響をよび、教師の権力性と会話分析の研究知見について議論の土台を設
けることができたと考えている。社会的意義は、それらの知見を教員養成プログラムに還元する手法を開発した
点である。社会的意義について特筆すべき点は、会話分析による知見を簡略化する手法についてまとめた和文書
籍である。この書籍は教員養成課程でも使用されており、実践者にも還元できる知見である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
本研究は会話分析による知見を英語教師が利用するための方法を開発する応用研究である。 
近年、会話分析を英語の授業研究に応用する研究が広がりつつあるが、その成果の英語教師へ還
元は未だに不十分である。この問題の背景に、会話分析の知見が会話分析の訓練を受けていない
英語教師には分かりにくく、利用しにくいという点が挙げられる。これまでの背景を図示すると、
図１のようにまとめられる。 
 
 そこで、本研究では次の
2 つの課題に取り組むこと
でこの問題の解決を目指し
た。課題１）会話分析によ
って記述した知見を教師の
実践に必要な知識に簡略化
する規則の開発。 
課題２）教師が簡略化した
知識を利用するための研修
プログラムの開発。これら
の開発によって、会話分析
の知見を英語教師に還元す
ることを目指した。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、研究者が保有している会話分析による知見を、英語教師と共有できる知識に変
換し、実際に利用できるようにするための研修プログラムを開発することであった。 
この目的を達成するために、次の１）と２）の小研究課題を設定する。 
 
１）会話分析によって記述した知見を教師の実践に必要な知識に簡略化する規則の開発。 
２）課題１）によって簡略化した知識を教師が実際に利用できるようにするための研修プログラ
ムの開発。 
 
 会話分析により記述されるのは現象の詳細な記述であり、研究者にとっては重要な情報であ
っても、教師が実践に応用するうえでは不要となる情報が多く含まれている。課題１）では、研
究用に記述された知識から、実践に必要な知識のみを抽出する規則を開発する。課題２）では、
課題１）によって開発された規則を用いて変換した知識をもとに、教師がその知識を使えるよう
にするための研修プログラムを開発する。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、当初 3年の計画であったが、5年にかけて会話分析による知見を英語教師が利用可
能な知識にするための研修プログラムを開発してきた。主に用いた方法は会話分析によるデー
タの分析と、研究対象である中等教育現場におけるフィールドワークである。 
 まず、課題１)の「会話分析によって記述した知見を教師の実践に必要な知識に簡略化する規
則の開発」については、会話分析による知見に関する教師への聞き取り調査を行い、研究による
知見と実践者の認識の差異を明確にした。課題２)「簡略化した知識を教師が実際に利用できる
ようにするための教員研修プログラムの開発」では、課題１)によって変換された知識を用いて
実際の教員研修でロールプレイを導入し、教師らの理解度を確認することで手続き的知識の獲
得に最適なロールプレイの設定条件を明らかにした。 
 1 点付記しておきたいのは、これらの研究手法が当初の計画より大幅に変更してた点である。
この理由は、研究開始初年度（2019 年度４月～2019 年度７月）に研究者が産休・育休を取得し
たことが 1点。そしてその後、2019 年度後半から 2022 年度にかけて起きた世界的な感染症流行
の影響により、研究収集現場からの協力が得られなくなった点である。この背景からデータ収集
や聞き取り調査は大幅に規模を縮小し、計画計画を遅らせるなどして対応した。加えて、そのよ
うな状況でも研究協力を得られる対象に変更するなどの対応をして研究活動を遂行してきた。 
 
 
 

図 1. 本研究の背景 



４．研究成果 

＜2019 年度～2020 年度の研究成果＞ 
※産休・育休により研究中断の期間があったため、2年分をまとめて記載する。 
当該年度では、会話分析により記述された実践知を示されたとき、現場の教師がどのような情報
を必要と考えるのかを把握することを目的に面接調査を行い、収集したデータ情報を類型化す
る作業を行った。これらの研究活動のうち課題 1)で整理した知見とデータの比較から新たな教
師の実践知を得た。それは、次の aとｂである。a) 学校英語教育におけるティームティーチン
グ授業で外国人指導助手の役割を活かす技法として評価行為を委ねるという行為があること。
b) 教室の IRE 連鎖において教師の負担を軽減する I部分の構築方法があるということ。以上の
分析結果に関連した研究成果はそれぞれ論文にまとめて学術誌に投稿した。また、これらの成果
のうちスピンオフとして教師の権力性にかかわる会話分析的な検討を行ったが、この成果につ
いては学術詩に掲載され、2022 年度に学会賞を受賞した（石野, 2020）。 
 

＜2021 年度の研究成果＞ 
上記の研究により会話分析で記述した手続き的知識に適応する教師用の簡略化規則を作成し、
書籍化のための準備をすすめた。この段階で社会的還元を狙って、英語教育実務家が主に読者と
なっている大修館書店の雑誌「英語教育」に萌芽的な研究成果を一般教員向けにまとめて公開し
た(石野, 2021)。加えて、2020 年度に投稿していた学術論文がそれぞれ 1件国際誌および国内
誌に掲載された(e.g., Ishino, 2021)。 
 

＜2022 年度の研究成果＞ 
これまで記述してきた知見を踏まえて課題２）に取り組むべく、簡略化した知見を利用するロー
ルプレイを導入した研修プログラムを各研究協力校にて実施した。ここで録画した研修データ
と回収した質問紙調査のデータを他の会話分析研究者と共有し、助言を得ながら教育プログラ
ムの精緻化を行った。これらを書籍にまとめたものを 2022 年度末（2023 年 2 月）に多賀出版株
式会社から学術書として刊行した（石野, 2023）。刊行した書籍はこれまでの研究に協力得た現
場の教師たちにも配布し、それぞれの実践で使用してもらっている。 

 

＜2023 年度の研究成果＞ 
上述の研究成果をふまえて課題２）であった教師が使用できるプログラムの開発について取り
組み、いくつかの成果をあげることができた。成果の発表には主にこれまでパイロットスタディ
として収集したデータをまとめ、共同研究として国際シンポジウムで発表し、国内学会でも発表
した（Ishino & Takahashi, 2023；石野・高橋, 2023）。これらの成果をまとめるにあたり、コ
ロンビア大学のティーチャーズカレッジにて教育学博士をもつ高橋純子氏を共同研究者として
招き、データの解釈が恣意的にならないよう客観性を担保した。この成果は 2024 年度に国際学
術出版社から刊行される書籍の 1章として公開される予定であり、現在刊行準備中である。 
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